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論

叢

壮
會
的
法
的
縄
潴
學
の
考
察
(
こ

第
十
二
旛

肚

會

的

法

的
、経

濟

學

の

考

察

(猫

逸

経

済

學

に

於

け

る

「第

憲
即

現

代

の

哲

學

と

脛

濟
羅
學

(第
六
號

一
〇
)

八
二
入

〔
ご

一
新

傾

向
)

米

田

圧

太

酪

却
説
前
世
紀
の
中
頃
以
後
殊
に
千
八
百
八
九
十
年
代
よ
り
し
て
、
濁
逸
の
哲
學
界
に
於
て
は
新
理
想
主
義
が
勃

興
し
来
り
て
、
大
に
勢
力
を
振
ふ
て
来
た
の
で
あ
る
が
漸
殊

に
勢
力
を
有
す

る
ほ
、
西
南
濁
逸
涙
ε
構
せ
ら
れ
る

も

の
、

及
び

マ
ー
ル
プ
ル
グ
派
ご
禰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
等

二
涙

の
新
理
想
主

義
哲
學
或
は
新

ヵ
ソ
ト
主
義

の
哲
學
は
、
諸
般
の
科
學

の
上
に
人
な

る
影
響
を
及
ぼ
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
経
済
學
も
矢
張
b

其

の
影
響
を
受
け
、
此
威

に
先
づ
経
済
學
の
學
的
基
礎
を
敬
造
す
る
爲
め
に
、
方
法
論
上
の
議
論
が
盛
ん
に
起

っ

て
来
た
の
で
め
る
。
吾
人
は
此

の
方
法
論
的
論
争
を
研
究
す

る
ご
、
先
づ
西
南
濁
逸
派
が
其
の
認
識
論
上
よ
り
立

て
た
る
自
然
科
學
ピ
歴
更
科
學
或
は
自
然
科
學

ざ
文
化
科
學
ε
の
別
が
、
如
何
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
居

る
か
を
直
ち
に
畳

る
の
で
あ
る
。
併
し
此
庭

に
西
南
凋
逸
瀕
の
哲
學
の
及
ぼ
せ
る
影
響
は
、
該
哲
學
の
從
來

の
傾

向
か
ら
し
て
も
推
察
さ
れ
得
る
如
く
、
圭

ε
し
て
方
法
論
上
の
研
究
に
止
ま

っ
て
居

る
か
ご
思
は
れ
る
。
然

る
に

、



是

れ
ε
異
り
て
、

マ
ー
ル
プ

ル
グ
派

の
哲
學

の
及
ぼ

せ
る
影

響
は
、
矢
張

り
該

哲
學

の
傾
向

か
ら

し
て
推
察

さ
れ

得

る
如
く
、
只
方
法
論
上

の
研
究

に
止
ま
ら
す

、
更

に
経

濟
學

の
内
容

の
上
に
も
達

し
て
居

る
。
而

し
て
余

が
本

論

丈

に
於
で
論
究

せ

ん
こ
す

る
耽
會
的

法
的

輕
濟
學

或
は
経
済
學

に
於
け

る
吐

會
的
法
的
方

針

ε
稻
せ
ら
れ

る
も

の
は
、
即

ち

マ
ー

ル
ブ

ル
グ
涙

の
哲

學

の
影

響

に
よ

り
て
獲
達

し
乗
れ

る
も

の
で
あ

る
の
で

あ
る
。

今

マ
ー

ル
プ

ル
グ
涯

の

一
大
家

ル
ー
ド

ル
フ
、・
シ

ユ
タ
ム
ラ
ー
氏
が
其

の
血
會
哲

學
上

の
名
著
「
経
済

ご
法
律
」

(丙
巳
o
零
し。
留
3
邑
Φさ

芝

諄
『
。・。
訂
冷
巨
亀

戸
9
『
じ

を

公

に
さ
れ
π
の
は
、
千
八
百
九

十
六

で
あ
る
が
、
此

の
著

作

は
其

の
後

の
肚
會
的
學
問

の
獲
達

に
重
大
な

る
影
響

を
及
ぼ
し

て
居

る

の
で
あ

る
。

(本
書

の
大
要
は
拙
著
「
輓
近

肚

會
思
想

の
研
究

」
上
巻

参
券

〕。
先

づ
同
氏
は

注
學

者

で
あ

る
か
ら
法

理
學

の
上
に
雨
大
な

る
影

響
を
及
ぼ
し
新

カ
ソ
ー
振
法
理
學
が
勃
興
し
て
來
π
。
祭

が
さ
ざ
に
京
都
法
學
會
雑
誌
に
於
て
公
に
せ
る
論
峯

挽
割
的
法
理
學

ε
肚
會
學
」
参
考

)夫
れ
よ
り
叉
肚
會
主
義
の
上

に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
理
想
主
義
の
肚
會
主
義
の
獲
蓬

を
大
に
助
け
π
。
(拙
者
「
輓
近
肚
會
思
想
の
研
究
」
上
巻
参
考
)而
し
て
同
書

の
経
済
學
上
に
於
け
る
影
響
も
亦
、

直
ち
に
現
は
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
實
に
同
書
の
公
に
さ
れ
π
年
に
公

に
さ
れ
た
、
シ
ユ
ト

ル
ツ

マ
ソ
氏
の
「
國
民
脛

濟

學

に

於

け

る
.肚

會

的
範

疇

」
(
甕

島

。。
・
・
葺

舞

∪

【・

ω
。
・
幕

内
・
薯

・
互

匿

・
『

<
。
器

琶

.・
・口警

p
。
的
一。
ず
『
①
)

は

明
ら

か
に
之
を
謹

明
し
て
居

る
の
で
あ
る
。

シ
ユ
ト

ル
ツ

マ
ン
氏
は
同
書

に
於

て
経
済

學
上

シ

ユ
タ
ム
ラ
ー
の

肚

會
哲
學

の
要
求

に
慮

じ
π

ε
云

ふ
て
居

る
。

術
ほ

同
氏
は
其

の
後
公

に
さ
煎
た
著

書

及
び
論

文

(O
一。
<
。
貯
。。一鴫

.

臆

叢

祉
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的
法
的
経
済
學
の
考
察
(
一
)
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巻
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.

、

ざ
き
に
述

べ
し
姐
5

ユ
多

子

氏
の
肚
會
哲
學
の
影
響
を
受
け
て
、
最

ε
も
早
一
経
済
學
.の
學
的
改
造
を

.企

だ
℃
た
を

シ

ユ
ト

ル
ツ

マ
ン
氏
は
、
其

の
新

方
法

を
肚

會
有
機
的
方

法

ε
補

し
て
居

る
。

然

る
に
此

の
有
機
的

ε
云
ふ
語

は
、
同
方

法

の
精
神
を
誤
解

さ
せ

る
恐

れ
が
あ

る
。

ビ
云

ふ
の
は
同
方
法

は
極
力
自

然
科
學
的
方
法

を

排

斥

せ
ん
ε
す

る
も

の
な

る
に
、
有
機

的
ε
云

ふ
語

は
多
分

に
自

然
科
単
騎
・臭
味

を
帯

び
る
も

の
で
あ
る

か
ら

で

あ

る
。

さ
れ
ぼ

シ
ユ
ト

ル
ッ

マ
ソ
氏
も

国
民

経
済
は

一
の
有
機
膿

ε
し

て
把

捉

さ
れ
ね
ば
な
ら

戯

こ
ε
を
説

い
た

後

直
ち

に
左

の
如

く
附
言
し
て
居

る
。
「
さ
れ
ご
自

然
主

義
的
誤
解

を
始

め
か
ら
避

け
る
爲

め

に

;
冒
辯

じ
て
置

く

が
、
此

庭

に
有
機
騰

ξ
云

ふ
は
、
吾

人
が
其

の
進

行

に
委
す

可

き
自

然
構
成

物

ξ
云
ふ
意
味

に
解

さ
る
可

き
も

の
で
な
く
、

一
の
歴

史
的

に
攣

動

し
得

る
旧
的

構
成

物

ξ
し
て
、
或

は

一
の
精
神
的
創
造

物

ε
し

て
解

さ
お
可

き

も

の
に
し
て
、
来

れ
は
其

の
自
然
的

に
與

へ
ら

眇
た

る

一
切

の
諸
候
件

を
要
す

る
に
拘
ら
す

、

一
の
人
間

の
仕

事

に
し
て
、
実

れ
故

に
又
人
間

に
よ
り
て
攣
更

さ
れ
政

善

さ
れ
得

る
も

の
で
あ

る
。
」
暴

れ
に
依

て

シ
ユ
ト

ル
ヅ

マ
ン

氏

の
砒

會
有
機

的
方

法

ξ
稻
す

る
も

の

}
精
帥

或
は

主
旨

は
よ
く
理
解

し
得
ら

れ

る
が
、
而
も
同
氏

自
身

も
認

め

る
如

く
、
此

の
語

は
自
然

主
義

的
誤
解

を
起
す
恐

れ

が
あ

る
の
で
あ

る
。
そ

こ
で
デ

イ

ー

ル
氏

は
か

Σ
る
誤
解
を
起

す
恐

れ
あ

る
吉
葉
を
用

ひ
る
は
穏

嘗
で
な

い
ε
考

へ
、
肚
會
的

法
的
方

針

(O
写

し∩
。
N芭
毎
畠
三
9
①
国
。年
=
ロ
αq
)
ε
云

ふ
名
稽

を
與

へ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。但

し
此

の
肚

會
的

法
的
或

は
砒
會

法
的
把
捉

ε
か
、
方
針

ご
か
云
ふ
語
は
既

に
、ワ
グ
ネ

ル
氏

の
用
ひ

た
る
も

の

に
し
て
、
同
氏

の
「
経
済

學
原

論
」
の
中

に
左

の
如

き
文
句

が
獲
見

さ
れ
る

の
で

論

叢

瀧
曾
的
法
的
経
済
學
の
考
察
〔
一)
層

第
十
二
巻

(第
六
號

一
三
)

八
==

¶

一



r

、

論

叢

祀
曾
的
法

的
経
済

學
の
考
察

二

)
.

第
十
二
巻

(第
六
號

一
四
)

八
三
ニ

イ
ソ
デ
イ
ヴ
イ

あ
る
。「
此
庭
に
從
來
の
国
民
経
済
學
の
缺
陥
が
存
す

る
の
で
、
而
し
て
此
缺
陥
は
、
近
代
に
於
て
従
来
の
箇
人
法

ヅ

ア
ル

レ
ヒ
ト
リ
ヅ

ヘ

コ

カ

も

も

的

(箇
人
権
的

)把
捉

の
代

か

に

一
層
肚
會

法
的
な
把

捉

を
求

め
、
従

来

の
主

ε
し
て
私
経
濟
的

な
把
捉

の
代

り
に
、

殿
重

に

國
民
経
済
的

な
把
捉

を
求

め
ん
ご
す

る
努
力

に
依

て
、
脛
濟

理
論

に
於

て
も

一
般

に
威

ぜ

ら

れ

π
。
」

(笥

p、㈹
ま
5

9

唇
亀
Φσq
量
鵬

α
Φ「
℃
皇
ユ
・。窪
窪

O
ざ

口
o
ヨ
【ρ

ω
・
》
島

』

・
目
Φ出
・)
氏

の
云
ふ
肚

會
的

法
的
方
針
な

る

.

も

の
は

、

シ

ユ
タ

ム
デ

ー
氏
の

肚
會
哲
學

を
以
て
裏

附
け

た
も

の
に
し
て
、

ワ
グ

子
ル
氏

の
云
ふ

意
味

よ
ゆ

は
、

遙

か
に
深
奥
な

る
も

の
で

あ
る
。
而

し
て
余

も
亦
此

の
新
方
針

の
名
稠

ε
し

て
は
、

シ

ユ
ト

ル
ッ

マ
ン
氏
の
肚

會

有
機
的
方

法

`
云

ふ
が
如

き
、
稍

々
曖
昧

な
、
叉
誤
解
を
起
す
恐

れ
あ

る
言
葉

よ
b

は
、
デ

イ
ー

ル
氏

の
主

張
す

る
が
如

く

に
肚
會

的
法
的
方
針

ご
云

ふ
吉
葉

を
用

ひ
る
方

が
、
穏

嘗

で
あ
ら

う

ε
思

ふ
。

是

れ
此

の
肚
會

的
法
的

方

針
な

る
語
は
、
最

ε
も
簡
明

に
、
叉
卒

直

に
、
此

の
方
針

の
砒
會

的

に
し

て
且

つ
法
的

た
ら

ん
ε
す

る
精

神
或

は
主
旨

を
表
示

し
て
居

る
ε
思

ふ
か
ら

で
あ

る
。
要
す

る
に
今
日
凋
逸

の
経

済
學
界

に
於

て
鞍
達

し

つ
》
あ
る

一

新
傾
向

、肚
會
的

法
的
方
針

な
る

も

の
鳳
、
先

づ
箇
人
的
見
地

を
排

し
て
肚
會

的
見
地

を
重

ん
じ
、
自
然

科
學

的
見

地

を
排

し

て
蔵
會
學
的
見

地
{
シ

ユ
タ
ム
ラ

ー
の
云
ふ
意
味

)を
力

説
し
、
而
し

て
更

に
特

に
法
的

見
地

を
強
調
す

る
も
の
で

め
る
の
で
あ

る
。

曜
暴
れ
ぽ

り
デ

イ
ー

ル
氏

の
上

掲
…の
著

作

に
よ
り

て
、
先

づ
耐
　曾
的
法
的
方

針

の
根
本

思
想
を
簡
輩

に
説
述

し

、

訳

に
其

の
嶺

生
成

は
成

立
を
論
究

し
、
終
り

起
其

の
根
本

思
想
を
論

評
す

る
こ
ε

、
す

る
。

..」一一一..

,



■

鋸
二
節

社
倉
的
法
的
経
済
學
の
根
本
思
想

今
デ
託

食

の
論
ず
る
婆

よ
を

.
肚
會
的
法
的
鑛

學
な
る
も
の
は
.
先
王

切
の
國
民
経
欝

現
象

は
肚
會
的
協
働
の
定
ま
れ
る
形
式
或
は
形
膿
に
結
び
付
け

る
も
の
で
あ
る
ε
考
.へ
、
而
し
て
國
民
経
済
學
拡
、
脛

濟
生
活

の
法
的
に
調
整
さ
れ
た
惹
、

一
定
の
組
織
或
は
髄
制
の
前
定
の
下
に
起

る
、
現
象
を
説
明
す
可
き
も
の
で

あ
る
。
.

.

吾
人
は
右
の
国
民
経
済
的
現
象

の
概
念
に
於
て
、
先
づ

シ
、ユ
タ
ム
ラ
ー
氏
の
思
想

の
影
響
を
明
ら
か
に
認
め
る

の
で
、
夫
れ
は

つ
ま
り

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
氏
の
肚
會
概
念
及
び
輕
濟
概
念
を
甦
奉
ず
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
(上

掲
拙
著
参
考
)
プ
ィ
亘
ル
氏
は
来
れ
よ
り
同
氏
の
主
張
す
る
肚
會
的
法
的
方
針

の
、
最
ε
も
重
要
な
る
根
本
思
想
を
、

消
極
的
方
面
ε
積
極
的
方
面
ε
に
大
別
し
て
、
簡
明
に
論
述
し
て
居
る
が
、
先

づ
氏
が
其
の
溝
極
的
方
面
に
於
け

る
根
本
思
想
ξ
稠
す

る
も
の
を
述

ぶ
れ
ば
左

の
如
く
で
あ
る
。

Qう

箇
人
や
箇
人
の
慾
望
、
本
能
寺

よ
り
鵬
獲
す
る
國
民
経
済
學
の
総
て
の
種
類
を
排
斥
す
る
事
。
国
民
経
済

學
は
競

醗

慕

暖

羅

曾
的
協
働
よ
り
生
起
す
る
現
象
を
蒙

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
箇
人
経
済

か
ら

の
締

て
の
出
爽
然

は
不
可
能

で
あ
る
。

回

所

謂
経
済
原

則

か
ら

国
民
脛
濟
的
智
識

を
引

き
出

さ
ん
ご
す

る
を
拒
否
す

る

こ
ご
。

此

の
原

則
は
実

れ
が

論

叢

雌
會
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(
こ

第
†
二
巻

(第
六
號

一
五
)

八
三
三



論

叢

肚
曾
的
法
的
経
済
學
の
考
察
e

第
+
二
巻

(第
六
號

=
ハ
)

委

西

　　
エ
ト

ツ

ツ
ヒ
カ
イ
ヅ

マ
ク

ヂ
メ

普
遍
愛
當
的
で
あ
る
以
上
は
、
人
間
の
行
爲

一
般
に
封
ず

る

一
の
實
利
(敷
用
)原
則
に
し
て
、
技
術
的
私
経

済
的
考
察
に
あ
り
て
は
「

一
定

の
役
目
を
演
ず
る
が
、併

し
決
し
て
基
本
的
な
る
国
民
脛
濟
的
原
則
円
し
て
、

認
め
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
此
の
厭
則
は
只
脛
濟
生
活

の
法
的
組
織
球
は
騰
制
ピ
馬
結
合
す
る
こ
ご
に
於

.

て
の
み
承
認
さ
れ
得

る
も
の
で
あ
る
。

㈲

所
謂
経
済
的
法
則
な
る
も
の
を
設
定
せ
ん
こ
す
る
総
て
の
仕
方
を
排
斥
す

る
事
。
永
続
的
な
、
常

に
同
様

な
経
済
的
現
象
ε
云
ふ
様
な
も
の
は
、
全
く
存
在

し
な

い
が
故
に
、
.か

、
る
「
法
則
」
は
不
可
能
で
あ
る
。
紐

濟
的
現
象
は
ま
さ
し
く
研
究

さ
れ
る
肚
會
形
艦
に
慮

じ
て
璽
る
の
で
あ
る
。
眞
實
に

一
切
の
纒
濟
的
肚
會
形

髄

に
共
同
的
な
る
も

の
、
例

へ
ば
紹
濟
的
生
産
の

　
定
の
自
然
的
制
限
の
如
き
も
の
は
、
夫
れ
自
身
に
於
て

「
自
然
的
性
質
」
を
有
し
.
自
然
料
學
的
認
識
に
属
す

る
も
の
に
し
て
、
肚
會
科
畢
的
認
識
に
間
す

る
も
の
で

レ
　
ダ

ル
メ
シ
ヒ
カ
ィ
テ
ソ

奪

い
。
箇

々
の
纒
濟
形
腸
内
に
あ
b
て
は
、
常
に
只

一
定
の
規
律
性
及

び
獲
蓬
傾
向

が
見
定

め
得
参
れ
る
だ

け
で
㍉
決
し
て
普
遍
的
な
経
済
法
則
は
設
定
さ
れ
る
も
の
で
な

い
。
而
し
て
か
＼
る
法
則
が
設
定
さ
れ
る
場

合
に
は
、
夫
れ
は
人
間
の

一6
理
的
或
は
物
理
的
特
性

か
ら
、
間
違

つ
だ
仕
方
で
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
.

デ
ィ
イ
ー

ル
慌
は

右
の
如
く
に
、
消
極
的
方
面
に
於
け
る
肚
會
的
法
的
方
針
の
、
最
ε
も
重
要
な
る
根
本
思
想

を
論
述
し
て
居
惹
が
、
更

に
其

の
積
極
角
方
面

に
於
け
る
、.
最
ε
も
重
要
嫁
る
根
本
思
想
ぜ
し
て
、
左

の
二
つ
の

黙
を
述

べ
て
居
る
o

O

「



ω

砒
會
的
法
的
方
針
は
其
の
名
の
表
示
す

る
如
く
、
積
極
的
に
は
先
づ
肚
會
的
考
察
法
ε
法
的
考
察
法
、
甑

ち
砒
會
的
に
し
て
法
的
な
る
考
察
注
を
意
味
す

る
。
実
れ
は
先
づ
説
明
さ
る
可
き
現
象
の
生
起
す

る
、
砒
會

ツ
ン
フ
ト

形
膿
が
與

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
の
こ
ε
を
主
張
す
る
。
跪
く
て
例

へ
ば
封
建
的
経
済
形
膿
、同
業
組
合
的
経
済
形

盟
、
私
資
本
主
義
的
経
済
形
態
等
を
匠
別
す
る
。
肚
會
的
法
的
方
針
は
又
同
時
に
法
的
労
察
法
で
あ
る
。
足

れ
法
的
規
範

に
よ
り
て
、
殊
に
私
有
財
産
の
形
式
或
は
獲
達
の
仕
方
に
よ
り
て
、
右
の
吐
會
形
艦
の

一
定
の

種
類
が
構
成

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

②

肚
會
的
法
的
法
針
は
更

に
従
来
屡
々
行
な
は
れ
た
る
抽
象
的
な
経
済
理
論
を
排
し
て
、
具
膿
的
な
経
済
理

を
設
定
す
.る
こ
ε
を
意
味
す

る
α
此

の
方
針
に
於
て
鳳
、
経
済
理
論
は

一
の
假
想
的
な
経
済
人
よ
り
出
獲
す

る
の
で
な
く
、
其
の
事
實
的
な
経
済
的
現
象
に
於
て
研
究

さ
れ
る
、

一
の
具
艘
的
な
る
枇
會
形
艦

か
ら
出
獲

す

る
が
故

に
、
其
の
理
論
は
所
謂
「
純
」
経
済
理
論
に
於
て
常
に
見

る
よ
り
は
大
に
現
實
的
な
生
々
し
た
性
質

・

を
有
す

る
。
而
し
て
此
の
方
法
は

一
切
の
脛
濟
現
象

の
歴
史
的
性
質
を
力
説
す
る
が
、
し
か
も
夫
れ
は
決
し

9

て
只
歴
史
的
研
究
者
の
仕
事
の
み
を
要
求
す
る
の
で
な

い
、
階

ふ
て
理
論
的
研
究
を
放
棄
す
る
の
で
な

い
、

只
理
論
的
研
究
が
他
の
基
礎
の
上
に
置
か
れ
、
尖
れ
は
経
済
生
活
箇
々
の
時
代
内

に
於
け
る
現
象
を
説
明
す

る
、
任
務
を
有
す
可
ざ
も
の
に
し
て
、
普
遍
的
永
久
的
な
法
則
を
設
定
す
る
、
任
務
を
有
す
可
き
も
の
で
な

い
こ
ε
を
、
主
張
す
る
だ
け
で
あ
る
。

ざ
は
れ
理
論
は
記
述
的
研
究
に
反
し
て
、
結
合
.
鍵
結
、
結
び
付
け

叢

肚
會
的
法
的
脛
濟
學
の
考
察
(
「)

第
十
二
巻

(第
六
號

一
七
)

入
三
五



一

ヒ

傭

論

叢

肚
會
的
法
的
縄
漕
塚
　の
考
察
(
【)

第
十
二
巻

(第
六
號

一
八
)
.
八
三
六

等

を
探
究
す

る
の
で
あ

る

か
ら

、
実

れ
は
此

の
総
括

し
包
合
す

る
働

き
に
よ
り
て
、
ま

さ
し
く
纒
濟

理
論

を

與

へ
る

の
で
あ

る
。

而

し
て
此

の
理
責

主
義
的

理
論

に
、
理
論
的

研
究

の
性

質
を

}
般
に
認

め
ま

い
ε
す

る

人

々
は
、

つ
.ま
り
理

論
的

研
究

ご
、

経
済
學

の

一
定

の

自
然

科
學

的
把

捉

か
ら
生
起
す

る

法

則

の

探
究

ビ

を

、
混

同
し

て
居

る
の
で
あ
る
。

却
誘
以
上
述

べ
し
庭

に
依
て
、
就

曾
的
法
的
経

済
學

の
根
本
思
想
は
如
何

な
る
も

の
で

あ
る
か
は
、
大
艦
上
理

解

さ
れ

る
事

が
出
家

る
が

、
併

し
其

の

一
層

深

い
意
義

は
、
デ
ィ
ー

ル
氏

が

更

に
進

ん
で
、
.上
述

の
如

き
根
本

思

・・

想

を
有
す

る
肚
會

的
法
的
方
針
な

る
も

の
が
、
如

何

に
し
て
護

生
し
て
来
た

か
を

、
論
究

し
て
居

俗
事
を
考
察
す

る
事

に
よ
り
て
鴇

理
解

さ
れ
る

ご
思

ふ
。

そ
れ

で
次

に
デ
ィ
ー

ル
氏

は
.該
方
針

の
獲

生
或

は
成

立
を
如

何
に
論

じ

て
居

る
か
を
調
ら

べ
て
見

や
う

ご
思

ふ
。

第
三
節

吐
會
的
法
的
経
済
學
の
遜
生

今
デ
ィ
ー
ル
氏
は
肚
會
的
法
的
方
針
の
獲
生
を
考
究
す

る
に
嘗
て
、
先
づ
国
民
脛
濟
學
の
箇
人
経
済
的
把
捉
に

謝
し
て
飛
禽
的
叉
は
法
的
要
素
を
重
要
観
す
る
傾
向
の
獲
生
に
注
目
し
て
居

る
。
而
し
て
カ
ー

ル
、

ロ
ド
ペ
ル
ト

ス
を
以
て
、
先
づ
組
織
的
な
仕
方
に
て
、
孤
立
輕
濟
を
出
登
窯
ε
す
る
こ
ご
の
峡
黙
を
指
摘
し
n
耐
曾
纒
濟
的
労

察
法
を
輸
入
せ
る
人
ε
認

め
て
、
之
れ
に
罰
す

る
彼

の
恩
徳
を
究
明
し
て
居

る
。、



(
一
)

ロ
ド
ベ
ル
ト
.ス

実
れ

ロ
ド

ベ
ル
ト
ス
の
論
ず

る
威
に
よ
れ
ば
、
.孤

立
脛
濟
に
於
て
も
経
済
的
概
念
や
脛
濟
的
獲
達
が
行
な
は
れ

得
る
。
併
し

一
般
に
脛
濟
筆
者
の
研
究
し
て
居

る
様
な
、
国
民
脛
濟
的
概
念
や
國
扱
輕
濟
的
嚢
達
は
、
全
く
行
な

は
れ
得
な

い
。
國
艮
纒
濟
は
分
業
を
以
て
始
め
て
生
ま
れ
、
而
し
て
分
業
は
ま

さ
し
く
孤
立
経
済
を
終
ら
し
め
る
の

で
あ
る
u
分
業
は
国
家
(肚
會
)輕
濟
學
の
出
機
黙
で
φ
る
。
是
れ
分
業

の
本
質
は
多
数
の
人
々
が
相
互
の
爲

め
に
、

叉
相
互

に
勢
倒
す

る
ピ
云
ふ
こ
ε
に
あ
る
の
で
、
此
く
て
分
業
ご
云
ふ
事
に
は
、
孤
立
経
済

の
反
射
が
含
ま
れ
て

居
る
か
ら
で
あ
る
。
併

し
留
針
の
製
造
を
例
ε
し
て
ア
タ
ム
、

ス
ミ
ス
の
興

へ
た
る
分
業
の
説
明
は
、

一
の
技
術

的
或
は
生
産
経
済
的
説
明
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
、
其
の
深
義
は
国
家
〔肚
會
)
織
濟
的

に
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら

漁
。而
し
て
分
業
は
其
の
国
家
経
済
的
意
義
に
於
て
唯

一
の
国
家
経
済
的
基
本
關
係
、
国
家
脛
濟
學

の
唯

】
の
原
理

に
し
て
、
是
れ
か
ら
絡
て
の
國
泉
経
済
的
資
料
が
自

か
ら
流
れ
出
で
、
只
只
暴
れ
の
み
か
ら
国
家
経
済

に
騙
す

る

賞

牌
が
引
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
分
業
は
法
制
や
精
帥
の
交
通
の
如
く
に
、
依
て
以
て
国
家
及
び
人
類
が
必
然

的
に
結
び
付
け
ら
れ
、
叉
歴
史
が
共
の
目
標

に
向

っ
て
動

い
て
行
く
庭
の
、
三
大
基
本
開
悟
の

一
で
あ
る
。

ロ
ト
ベ
叱
ト
ス
は
叉
国
民
経
済
學
に
勤
す

る
法
律
の
重
要
を
説

い
て
居
る
。
彼
は
国
民
経
済
學
は
國
氏
的
財
産

及
び
國
民
的
生
謄
力
分
概
念

か
ら
、
出
巌
せ
ね
ば
な
ら
撮
事
を
力
説
し
た

る
後
、「
國
武
運
濟
的
概
念
及
び
彼
等
の

結
合
の
、
か
～
る

一
般
的
論
述
の
後
に
、
如
何
に
し
て
国
民
的
生
産
の
指
導
及
び
運
動
#

に
国
民
的
生
塵
物
の
分

詞

叢

謎
會
的
法
臨
輕
潴
墨
の
考
察
(
一
)

第
十
二
巻

(第
六
號

一
九
}

八
三
七

'



論

叢
.

紅
會
的
法
的
繹
濟
箪
の
考
繋
口

)

第
†
二
巻

(第
六
號

二
Q
)

八
三
八
.

配
は
、
成

法

の
設
定

に
依
験
す

る
か
が
讃
明

さ
る
可

き
で
あ
ら
う
L

ご
云

ふ
て
居

る
。
街

ほ

ロ
ド

ベ
ル
ト

ス
は
右

の
見
地

か
ら
し
て
、
経
済

學
上

の
自

然
法
則
な

る
も

の

、
主
張

に
謝
し

て
、
繰

り
返

し
て
何
度
も
反
封

劃
し
て
居

る

の
で
あ

る
。

〔
一
円
)

カ
ー

ル
、

マ
ー

ル
ク

ス

カ
ー

ル
、

マ
ー
ル
ク
ス
も
亦
、
脛
濟
學

に
於
け

る

永
久
的
自

然
法
則

の
思
想

に
反

劃
し
て
、
国
民
経
済
的

現
象

の
歴
史
的
社
倉
的
性
質

を
大

に
力

説

し
把
。
彼

は

マ
ソ
グ

ス
、
ア
.ド
ラ

ー
の
云

へ
.る
如
く
、
肚
會
化

せ

る
人
間

の
概

念
を
、
肚
會
科
學
に
楡
入
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
総
で
の
肚
曾
形
麗
よ
り
響

離
し
て
、
國
機
脛
濟
的
概

念
を
設
定
せ
ん
ご
欲
す
る
、
多
撒
の
経
済
學
者

の
方
法
を
排
斥
せ
ん
ご
し
た
が
、
殊
に
明
瞭
に
蕾
資
本
概
念
の
批

判
に
於
て
之
を
企
だ
て
た
。
彼
は
生
産

さ
れ
た
る
生
産
手
段
円
し
て
、
資
本
を
表
示
せ
ん
ε
す

る
普
通
の
思
想
を

排

し
て
、
資
本

ご
は

つ
ま
り
商
品
の

一
総
計
、
交
換
財
の

一
総
計
、
肚
會
酌
量
の

一
総
計
で
あ
る
`
述

べ
π
の
で

り

あ
る
。
々

ー

ル
ク

ス
は
彼

の
方
法

の

一
特
徴

ご
し
て

、
或
露
西
亜

の
批

評
家
が
指
摘

し
た
事
を
、
自

か
ら
認

め
た

か
、
其

の
枕

許

の
中

に
は
左

の
如

く

云
は
れ
て
居

る
。
「
併

し
人

力
は
、
経
済

生
活

の
普
遍
的

法
則
は
、
吾

人
之

を

現
在

に
適
用
す

る
か
、
叉

は
渦
古

に
適
用
す

る

か
を

問

は
す

、
同

[
で
め
る

ご
云
ふ
で
あ
ら
う

が
、
暴

れ
ま

さ
し

く

マ
ー

ル
ク

ス
の
否
定
す

る
塵

の
も

の
で
あ
る
。

マ
ー

ル
ク
に
從

へ
ば

、
か

エ
る
抽

象
的
法

則
は
存
在

し
な

い
分

で
あ
る
。

…
…
彼

の
意
見

に
よ
れ
ば

、
各
歴
史
的
時

代
は
去

れ
自
身

の
法
則
を
有
す

る
。
.-
:
・噂生
活

が

一
定

の
腰

,



'

蓮
時
代
を
些
き
延
き
、

一
定
の
階
段

か
ら
他
の
階
段

へ
移

る
や
否
や
、
夫
れ
は
叉
他

の
法
則
に
よ
り
て
導
か
れ
始

め
る
の
で
あ
る
。
」
街
ほ

マ
ー
ル
ク

ス
の
遺
稿

の
中
に
殿
見
さ
れ
た
「
経
済
學
序
論
」
(
夫
れ
は
彼
の
大
著
作
の
序
論

ε
さ
れ
る
可
き
も
の
で
あ

っ
驚
ε
云
ふ
)
は
、
左
の
語
を
以
て
始
ま

っ
て
居
る
。
「
本
研
究
の
対
象
は
先
づ
物
質
的

生
産
で
め
る
。
肚
會
内
に
於
て
生
産
す
る
箇
人
、
1

随
ふ
て
箇
人
の
肚
會
的
に
規
定
さ
れ
た
る
生
産
が
、
自
か

ら

出
獲

黙

`
な

る
の
で
あ

る
。

ス
ミ

ス
や

リ
ヵ

1
川

ド
が
、
其

の
研
究

を
始

め
花
筒

人
的

な
、
又
孤

立

せ
喝
獣
鑞

着

や
無

勢
者

は
、
第

十
八
世
紀

の
無
創
造
的

空
想

に
験
す

る
も

の
で
あ

る
。

…
…
肚

倉
掛

に
あ
る
孤

立
的
箇

人

の
.

生
産
・じ
云
ふ
鳳
-

夫
れ
自
身
に
於
て
動
的

に
既

に
肚
曾
的
力
を
有
せ
る
文
明
八
が
、
.偶
然
荒
野
に
投

ぜ
ら
れ
た

る
場
合

に
起
り
得

る
稀
有
な
事
-

人
々
が
共

に
生
活
し
.
共
に
話
す

ご
云
ふ
こ
ε
な
く
し
て
、
言
語
が
獲
達
す

る
ご
云

ふ
の
ご
、
ま

さ
し

く
同
様

に
無
意
味

で
あ

る
。̀
…

…
此

く
て
生
産
が
論

ぜ
ら

れ
る
時

に
は
、
常

に

一
定

の

肚

會
的
獲
達
階

段

に
於
け

る
生
産

が
、
意

味

さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。」

右
に
述

べ
し
如
く

、

マ
ー

ル
ク
ス
は
輕
濟
現
象

の
肚
會
的
性

質
を
強
調

し
て
居
だ

の
で
あ

る
が
、
其

の
黙
に
於

て
デ

イ
ー

ル
氏

は

マ
ー

ル
ク

ス
を
以
て

、
肚

會
的
法

的

方
針

の
.一
先
畳
音

ε
認

め
て
居

る
の
で
あ

る
。

デ
ィ
ー

ル
氏
は

肚

會
的

法
的
方

針

の
獲
生
を
論
究

す

る
に
當

て
、
先

づ
其

の
肚
會

的
方
針

の
最

こ
も

重
要
な

る

先
畳

音

ε
し
て
.
特

に

ロ
ド

ベ
ル
ト

ス
ξ

マ
ー

ル
ク

ス
ご
を
擧
げ

て
居

る
が
、
次

馬
其

の
法
的
方

針
の
最

蓬
も
重

要

な

る
先
畳
音

ε
し
て
、

ワ
グ
ネ

ル
及

び

ゾ
ユ
タ

ム
ラ
」
を
擧
げ

て
居

る
。

論

叢

説
會
的
法
的
維
濟
攣
の
考
察
(
「
)

第
†
二
巻

(第
六
號

一=
)

入
三
九

」



■

、

「

論

叢

泄
會
的
法
的
樫
濟
撃

の
考
察
(
ご

第
十
二
巻

(第
六
號

二
二
)

八
四

〇

竃

)

ワ
グ

チ
ル

・今
國
氏
経
済
的
現
象
に
封
ず
る
、
法
制

の
大
な
る
重
要
を
力
説
せ
る
人
こ
し
て
鰍
先
づ
ワ
グ

子
ル
氏
が
擧
げ
ら

る
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
黙
に
於
て
、

ワ
グ
子
〃
氏
は
ま
さ
し
く
肚
會
的
法
的
方
針
の
先
魁
老
中
に
、
敷

へ

ら
る
可
き
で
あ
る
。
確
か
に
同
氏
は
其

の
重
要
脱
す
る
経
済
心
理
學
に
よ
り
て
、
耐
　會
的
法
的
方
針
か
ら
、
.根
本

的

に
離
れ
て
居
る
。
併
し
同
氏
は
其
の
「
原
論
」
に
於
て
、
法
制
の
智
識
が
、
経
済
現
象

の
理
解
に
濁
し
て
如
何
に
重

要
で
め
る
か
を
幾
度
も
説
明
し
、
・又
脛
濟
現
象
の
法
的
方
面
を
看
過
し
た
事
を
、
醤
國
民
縄
濟
學
の
訣
黙
ε
し
て

論
じ
て
居
る
。
而
し
て
此
の
見
地

か
ら
し
て
同
氏
は
其
の
「
原
論
」
の

一
部
身
を
全
く
法
的
問
題
、
殊
に
私
有
財
産

・
制
及
び
自
由
、
不
自
由
導
の
問
題

に
献
げ
て
居

る
。
術
ほ
ワ
グ
子
ル
氏
は
屡
々
自
分
の
見
地
を
肚
會
法
的
ご
稽
し

て
居

乃
。
而
し
て
其
の
原
論
の
中
に
左

の
如
く
論
じ
て
居
る
。
「
従
来
の
組
織
的
脛
濟
學

に
は
、
国
民
経
済
及
び
殊

に
私
繧
濟
制
の
獲
達
の
法
的
基
礎

ご
し
て
、
経
済
法
域
は
取
引
法
の
包
括
的
論
窪
は
晶
国
家
に
關
す

る
か
Σ
る
論

究
よ
b
.

一
層
人
な
る
度
合
に
於
て
さ

へ
も
散
け
て
居

る
.
此

の
部
分
の
甥
象
は
、
少
な
く
も
今
此
庭

に
考
究

さ

れ
る
如
く
、
全
艘
ε
し
て
、
叉
有
機
的
結
合
に
於
て
は
、
国
民
繧
濟
的
見
地

か
ら
は

モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
的

に
さ
へ
、

ま
だ
取
扱
は
れ
な

か
っ
た
。
此
威

に
從
來
の
國
監
経
済
學
の
映
階
が
存
す
る
の
で
、
而
し
て
此
の
缺
陥

は
近
代
に

於
て
、
従
来
の
簡
人
法
的
把
捉
の
代
り

に
、

一
暦
砒
曾
注
的
な
把
捉
を
求
め
、
從
來
の
圭

ε
し
て
私
脛
濟
的
な
把

捉

の
代
り
に
、
嚴
密

に
國
民
経
済
的
な
把
捉
を
求
め
ん
ご
す

る
努
力
に
依
τ
、
経
済
理
論
に
於
て
も

一
般
に
威

せ

■

ダ
F



ら
れ
た
。
…
…
此

の
缺
陥
の
除
去
、
或
は
積
極
的
に
云

へ
ば
、
近
世
国
民
経
済

の
法
的
基
礎
ご
し
て
、
殊
に
其
の

中
に
於
け
る
私
経
済
制
の
法
舶
基
礎

・し
し
て
、

　
般
的
経
済
法
、
殊

に
取
引
法
の
国
民
経
済
的
に
保
持
し
得
ら
れ

る
、

一
の
理
論
を
樹
立
す

る
こ
ぜ
は
、
大
な
る
叉
困
難
な
る
問
題
に
し
て
、
其
の
解
決
は
此
庭

に
組
織
的
国
民
経

済
學
の
爲

め
に
、
原
論
の
此
の
第
二
部
に
於
て
企
だ
て
ら
れ
る
L

の
で
あ
る
。
」.

(
四
)

シ
ユ
タ
、ム
ラ
ー

.

.併

し
耽
會
的
法
的
方
針
は
、
千
八
百
九
十

六
年

に
現
は
れ
し

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
「
維
濟
ε
法
律
」
に
よ
り
て
、
其

の
.最

ε
も
強
固
な
、
叉
最
ご
も
持
続
的
な
基
礎
を
與

へ
ら
れ
た
。
夫
れ
以
前

の
何
れ
の
著
作

に
於
て
も
、
一
切
の
経

済
的
現
象
の
猷
會
的
及
び
法
的
性
贋
は
、
同
書
に
於
て
ほ
こ
徹
底
的

に
且

つ
叉
鋭
く
力
説

さ
れ
て
居
な

い
。
叉
暴

れ
ま
で
、
国
民
経
済
學
の
箇
人
経
済
的
及
び
技
術
的
、
自
然
科
単
射
曲
撥
黙
が
、
其
の
缺
陥
及
び
誤
謬
に
於
て
、

さ
ほ
こ
明
瞭
に
、
且

つ
深
一
排
斥
さ
れ
な

か
っ
た
。
吾
人
ば
正
常
に
本
書
を
以
て
.
眞

に
徹
底
的
に
肚
會
的
法
的

見
地
を
唱

へ
、
.且

つ
之
を
認
識
論
的
に
基
礎
附
け
た
最
初
の
も
の
ε
し
て
、表
示
す
る
こ
ε
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
本
書
に
於
て
、

一
の
就
曾
哲
學

に
基
礎
を
與

へ
ん
ε
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
云

へ
ば
、
人
間

の
瓶
會
的
生
活
が
、
如
何
な
る
基
本
的
な
形
式
的
合
法
則
性
の
下
に
立

つ
か
ご
云
ふ
問
題
に
閲
す
る
、
.畢
的
研
究

に
基
礎
を
興

へ
ん
ε
し
北
の
で
あ
る
。
而
し
で
同
氏
は
肚
會
生
活
が
吾
人
の
認
識
の
濁
特
な
劃
象
ε
し
て
、
決
れ

が
永
続
的
形
式
的
特
質
に
於
て
、
種
々
な
る
人
々
の
…卑
に
物
理
的
に
過
.ぎ
な
い
並
立
に
、
依
て
以
て
確
實

に
野
立

論

叢

計
…曾
的
法
的
経
済
學
の
若
盛
二
〕
・

第
十
二
巻

(第
六
號

二
三
)

入
四
【
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論

叢

肚
曾
的
法
的
維
.瀦
學
の
考
察
(
↓)

第
十
二
巻

(第
六
號

二
四
)

八
四
.皿

す

る
標
に
構
成
ざ
れ
る
標
準
を
、
人
間
よ
か
獲
す

る
庭
の
人
間
の
交
通
及
び
相
互
生
活

の
規
則
(刃
お
。一8
σq
)
に
於

て
見
出
し
だ
。
「
相
互
に
封
ず

る
人
間

の
關
係
の
外
部
的
規
制
は
、始

め
て

一
の
特
.殊
な
対
象

ε
し
て
の
、
肚
會
生

活
の
概
念
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
夫
れ
は
形
式
的
な

一
切
の
肚
會
的
考
察
が
、
其
の
特
質
に
於
て
勝
着
す
る
庭
の
、

最
後
め
根
源
で
あ
る
。
入
間
の
共
同
生
.活
の
、

一
定
の
外
部
的
規
制

の
條
件
の
下
に
於
て
、
今
肚
會
學
的
ε
し
て
.、

實
質
的
特
殊
性
に
於
て
現
は
れ
…進
み
得

る

γ
の
猫
特
な
総
合
が
、
始

め
て
概
念
に
於
て
可
能
ε
な
る
。」

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は

ロ
ド
ベ
ル
ト
ス
ε
同
様
に
強
く
、
孤
立
経
済
を
以
て
方
法
論
釣
出
獲
黙
ε
な
す

こ
ご
を
排
斥

し
て
居
る
が
、
併

し
肚
會
的
生
活
が
、
依
で
以
て
構
成
さ
れ
る
標
準
の
規
定
は
、
両
者
に
於
て
異
な

っ
て
居

る
。

.

ロ
ド

ペ
ル
ト

ス
は
之
を
分
業
に
於
て
、
即
ち
箇
人
を
相
互
に
結
び
付
け
、
経
済
的
關
係
に
於
て
相
互
に
依
扇

さ
せ
、

此
く
て

一
人
が
総

て
の
爲
め
に
総
て
が

一
人
の
爲
め
に
働

か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
ε
な
る
庭

の
、

一
の
物
質
的
紐
帯
に

於
て
之
を
認
め
る
が
、

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
決
定
的
要
素
を
、
一
層
正
し
く
形
式
的
規
制

に
於

て
認
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
述

べ
來
り
し
庭
に
依
て
、
デ
イ
ー
ル
氏
が
肚
會
的
法
的
方
針
ε
請
す

る
経
済
學
上

の

一
新
方
針
は
大
禮
上

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
父
夫
れ
は
如
何
に
し
て
獲
生
し
成
立
し
凍
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
矢
張
り
大
膿
上

説
明
し
た
ε
思
ふ
が
、
是
れ
よ
b
デ
イ
ー
ル
氏
の
根
本
思
想
を
挽
割
的
に
考
察
し
、

一
層
同
氏
の
思
想
を
明
ら
か

に
す

る
ぐ」
同
時
に
、
纏
濟
學
の
方
法
論
に
閲
す
る
愚
見
の

一
斑
を
述

べ
た
い

ε
思
ふ
。

"

「


